
 

千葉県看護協会 
「令和 7 年度 看護職定着確保動向調査（新人看護職）」結果概要 
 

    新人看護職の約 6 割が辞めたいと思ったことがあると回答しており、2 年目に向け 

ての給与アップや人員確保、業務量削減を希望している 

 

 

 

  

 
 

 

１．回答者の属性 

 〇性別は、「女性」が 87.9%、「男性」が 12.1%であった。 

 〇年代は、「20 代」が最も多く 88.3%、次いで「30 代」が 7.0%であった。 

〇社会人経験については、「ある」が 26.3%「ない」が 73.7%であった。 

〇養成所の所在地は、「県内」66.5%「県外」33.5%で、卒業学校等は「看護学校」が 

最も多く 48.3%、次いで「大学」45.1%の順であった。 

〇職種は、「看護師」が最も多く 90.0％、次いで「准看護師」が 4.6%、「保健師」と 

が「助産師」が 2.7%であった。 

〇就業施設の所在地は、「千葉市」が最も多く 106 人、次いで「松戸市」、「成田 

市」59 人の順であった。就業施設は、「病院」が 95.1％で、病院規模別では、「500 

床以上」35.1%、「300～399 床」17.9%、「200～299 床」16.1%の順であった。 
 

表１ 施設規模・施設等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査目的 新人看護職の現状を把握し、今後の看護職の定着確保対策の基礎資料を得る 

調査対象  千葉県看護協会会員施設(596 施設）及び集合研修の新人看護職員  

調査時期  令和 7 年 9 月 30 日 ～ 令和 7 年 10 月 16 日 

調査方法 

 千葉県看護協会ホームページのアンケート機能を活用した Web 調査。 

 千葉県看護協会会員施設の看護管理者宛に、調査依頼を郵送し、新人看護職員に 

 配布を依頼、フレッシュセミナー集合研修の参加者にも協力依頼   

回収状況  回収数 ： 659 名 

調査結果のポイント 

調査の概要 

病院

20～99床 100～199床 200～299床 300～399床 400～499床 500床以上 病院合計 無床診療所 有床診療所

17 65 106 118 90 231 627 1 1

2.6% 9.9% 16.1% 17.9% 13.7% 35.1% 95.1% 0.2% 0.2%

無床診療所 有床診療所 市町村
健康福祉
センター

訪問看護
ステー
ション

介護保健
施設

社会福祉
施設

その他

1 1 7 12 11 0 0 0

0.2% 0.2% 1.1% 1.8% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0%

( n= 659 )



 

２．辞めたいと思ったことの有無 

  〇辞めたいと思ったことの有無は、「ある」384 名（58.3％）「ない」275 名（41.7％） 

であった。                 （n＝645） 

 

 

  

 

 

 

図１ 辞めたいと思ったことの有無（3 年推移） 

 

〇辞めたいと考えた理由は、「自分は看護職にむいていないのではないかと思う」 

56.5% が最も多く次いで「医療事故を起こさないか心配である」46.9%、「勤務時間 

内に仕事が終わらない」44.3%の順であった。   
    （n＝384） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

       
 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 辞めたいと考えた理由（3 年推移） 

 

 

 

58.3%

65.4%

64.0%

41.7%

34.6%

36.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

ある ない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自分は看護職にむいていないのではないかと思う

医療事故を起こさないか心配である

勤務時間内に仕事が終わらない

配属部署の専門的な知識・技術が不足している

仕事の優先順位がつけられない

基本的な技術が身についていない

自分の看護が患者のニーズに応えているか自信がない

自分のペースで仕事ができない

職場の雰囲気になじめない

職場の先輩に質問しづらい

看護職をやめたいと思っている

就職前に考えていた看護の仕事とギャップが大きい

与えられる課題等があって休日に休めない

看護業務以外の業務が多すぎると感じる

ヒヤリハット（インシデント）レポートを書いた

受け持ち患者が多すぎる

十分な教育研修が受けられていないと感じる

プリセプターと合わない

電話の対応がうまくできない

患者及び家族とのコミュニケーションがうまくとれ…

医師との意思疎通がうまくいかない

プリセプターからの独り立ちが早いと思った

直属の上司からサポートが得られない

夜勤に入るのが早いと感じる

交代制の勤務に慣れない

院内のITシステムがうまくできない

夜勤のリーダー業務が負担である

コロナウイルス感染症への不安
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〇辞める事を思いとどまった理由は、 「生活していくための手段」が最も多く 59.4%、 

次いで「奨学金返済のため」43.2%、「自分なりに整理がついた」25.0%の順で 

あった。                        
（n＝384） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

図３ 辞めることを思いとどまった理由（3 年推移）           

 

 

３．就業 2 年目に向けて勤務先に対して希望すること 

  〇就業 2 年目に向けて勤務先に対して希望すること（複数回答）は、「給与アップ」 

71.6％が最も多く、次いで「人員確保」47.5％「業務量削減」が 34.6％の順であった。

  
（n＝659） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図４ 就業 2 年目に向けて勤務先に対して希望すること（3 年推移） 
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